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「ドン、ドン、ドン」の
原因は・・・?

水沢事業所  菊地 清之

今回ご紹介する現場報告は、岩手の県南のお客さまで、電気主任技術者さまがおられる電気設

備の定期点検を実施したときの出来事です。

お客さまの高圧受電設備は、主遮断装置として電力ヒューズと高圧交流負荷開閉器が組み合わ

せられた標準的な設備です。作業は、手順にしたがい区分開閉器を開放し、停電状態とした後外

観点検、絶縁抵抗測定、接地抵抗測定及び継電器試験等を順調に進め受電の段階となりました。

区分開閉器を投入し受電終了・・・となるはずだったのですが、いざ区分開閉器を投入すると

高圧受電設備の変圧器付近から「ドン、ドン、ドン」という短い間隔の異音が聞こえ変圧器二次

側の電圧計の指針がふれていました。あわてて区分開閉器を開放するとともに異音の発生原因を

特定するため、高圧受電設備内の各機器の外観点検に見落としがなかったか再度確認しましたが、

異常は見つかりませんでした。さらに変圧器の内部点検や主遮断装置の高圧交流負荷開閉器の入

り切り操作を数回行い確認しましたが異音が発生するような原因は特定できませんでした。

そこで再度、区分開閉器を投入したところ、やはり前回の症状「ドン、ドン、ドン」という異

音がまた発生しました。

変圧器、高圧交流負荷開閉器及び高圧引込みケーブルの試験においても原因が見当たりません

でした。このことから、区分開閉器の内部に何らかの異常があるものと判断し、電気主任技術者

さまに区分開閉器の内部点検及び専門の電気工事会社の手配の必要性について説明しました。

お客さまは当方の提案を受け入れられ、直ちに、工事会社を手配し区分開閉器の内部点検を実施さ

せたところ、消弧用カバーの止めネジの一部に不具合があり接触不良であることが判明しました。

このため、ただちに内部不良の区分開閉器を新しいものに交換し受電した結果、異音発生がな

くなり電圧も正常値であることを確認しました。

取外した区分開閉器の内部を点検したところ、Ｓ相（中相）が接触不良になっており、それが

原因で、瞬間的に電気が入ったり・切れたりを繰り返したため変圧器から「ドン・ドン・ドン」

と異音が発生したものでした。

今回のトラブルでは、電気工事会社の協力も得て素早く対応できたことによりお客さまの停電

も短時間で復旧することができました。

また、今回の事故を教訓に様々な事故原因の可能性を考えながら対応したいと思います。
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